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議長 神谷 建一 様 

社会常任委員会       

委員長 新留 久味子  

 

 

委員会審査報告書  

 

本委員会に付託された事件の審査結果を報告します。 

 

記 

 

第 58号議案 

 

宗像市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を 

改正する条例について 

児童福祉施設の設備及び運営に関する基準及び家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

の一部を改正する内閣府令の施行に伴い、条例の一部を改正するものである。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 地域型保育給付の対象となる小規模な施設で少人数の保育を行う事業のうち、満３歳以上の

児童について職員数の規定がある小規模保育事業所Ａ・Ｂ型、保育所型事業所内保育事業所、

小規模型事業所内保育事業所において、保育士または保育従事者の数を、満３歳以上満４歳に

満たない児童については「おおむね２０人につき１人」を「おおむね１５人につき１人」に、

満４歳以上の児童については「おおむね３０人につき１人」を「おおむね２５人につき１人」

に改正するもの。 

２ 現在、市内には本条例が適用される事業所はない。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

請願第２号 自治会等の事業に利用する貸切バスへの補助制度を求める請願 

【請願者】 

宗像市緑町２５番地１  

秋吉 哲也 氏 

宗像市陵厳寺一丁目１番２１号 

髙島 稔 氏 

宗像市徳重一丁目１１番５号 

宮本 秀臣 氏 

 

【請願の趣旨】   

自治会等の事業で利用する貸切りバスへの補助金制度等の構築の検討を求めるもの。 
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【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 請願者の意見陳述では、地域のバスツアーは地域のつながりを生むものであり、それが日頃

の見守りや災害時の対応にも生きていると述べられた。また、令和２年までは宗像市社会福祉

協議会所有のバスを２万３,０００円で借りることができ、自治会、コミュニティ運営協議会、

福祉会だけで年間約９０回、約３,０００人の利用があっていたが、令和３年に廃止されたため、

民間のバスを借りるのに約８万円から１０万円と多額の費用がかかり、参加者の減少や実施の

見合わせが起き、地域の人々のつながりが弱くなっているとのことであった。そのため、市に

廃止の影響等の調査や他自治体の取組の調査、効果的な補助の方法の検討を求める請願である

ことが述べられた。 

２ 紹介議員からは、自治会等に補助金を出すだけでなく、民間のバス会社に補助金を出すとい

う手段もあるため、市には制度設計も踏まえて調査・検討をしてほしいが、市の保有するバス

を自治会等で利用できるようにする方法でも請願の要望はある程度満たされるとの説明があっ

た。 

３ 自治会等の中には、自治会、福祉会、シニアクラブ、コミュニティ運営協議会などが含まれ

る。 

４ 赤間地区コミュニティ運営協議会では、宗像市社会福祉協議会のバスが廃止された後の令和

５年度に、１０地区で１回当たり約３５人、計３５０人程度がバスを利用した事業に参加して

いる。 

 

【意  見】 

（賛成意見） 

・貸切りバスを利用した事業を実施している自治会の数と参加者数、経費などを把握するととも

に、事業によって得られる効果などを検証し、どのような補助制度であれば貸切りバスを使用

しない自治会から理解が得られるか十分に検討してほしい。 

・コミュニティ運営協議会が広域のテーマで様々な行事の見直しを行っている中、自治会が創意

工夫する事業を応援し、自治会の力量を高めるためにも、個別に補助申請するような事業の組

みなおしをコミュニティ運営協議会と連携しながら実施したほうがよいと考える。まずは議会

がこの請願を受けて実態調査を進め、適切かつ効果的な方法に向けて提言していくことが望ま

しい。 

・宗像市社会福祉協議会のバスが廃止されたことによる不利益や実例を把握しており、特に自治

会の役員が一生懸命地域のために活動している中で、負担が大きくなって活動が実施しづらく

なっており、その声を集めて請願という手段を取られたことを深く受け止めたい。 

（反対意見） 

・市全体に関わる問題であれば、コミュニティ運営協議会会長会に諮った上で、全地域の要望と

して出すか、もしくは一律の補助金ではなく、各地区コミュニティ運営協議会に交付されるま

ちづくり交付金の予算配分の見直しを検討すべきだと考える。まちづくり交付金の見直しや市

が所有するバスを自治会等も利用できるようにすることで支援をすべきである。 

・バスツアーは地域の人と人との結びつきを保つ意義のある活動の一つだと思うが、宗像市社会

福祉協議会が所有するバスが廃止になった理由が分からないこと、またその復活も一つの対策

であると考えており、現段階では判断する情報が少ない。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で採択とした。 


